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( 科目コード：8704420003KK)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】物質工学実験 III

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・4 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・3 年次
【担当教員】

赤羽 良一
出口 米和
戸井 啓夫
林 倶子

【授業目標・教育方針】
前期：有機化合物の合成とその諸性質の測定を通して、有機化合物の取扱いに関する実験的技術と基礎的理解を習得
させる。また、実験レポートの作成を通して、実験結果とその考察を論理的に表現する能力を培う。
後期：生体を構成する主要な物質および微生物についての理解を深め、これらを利用する基礎的な知識・技術を習得
する。

【授業概要】
前期：有機化合物の合成と精製の技術について学ぶ。通常、研究実験等で取り扱う化合物は液体あるいは固体（結晶）
であることが多いので、ここでは、基本的な有機化合物として有機ハロゲン化物、エステル、および置換ベンゼン類
を選び、それらの合成と精製（蒸留、再結晶、乾燥など）の操作を行う。

後期：生化学・微生物の授業に対応して、次の６種類のテーマで実験を行なう。１テーマは２回で完了させ、レポー
トを提出する。７―８人のグループに別れてローテーションすることにより、全員がすべての実験を行なう。ただし、
１の実験に関しては、クラスを 10 チームに分けて行なう。
テーマ
１．核酸（ＤＮＡ、ＲＮＡ）の構造
２．タンパク質の性質
３．脂質の抽出と定性分析
４．酵素によるデンプンの分解
５．微生物の分離、生菌数の測定
６．顕微鏡観察、増殖率の測定

【教科書・教材・参考書 等】
前期：有機化学研究室で作成した実験書（プリント）に従って行う。教科書としては新版基礎有機化学実験―その操
作と心得―、畑一夫、渡辺健一著、丸善。

後期：実験テキスト：プリントを配布する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
前期：物質工学科Ⅰ棟 2 階学生実験室
後期：物質工学科Ⅱ棟 1 階学生実験室

【リンク】
http://www.chem.gunma-ct.ac.jp/org/akaba/index.html

【成績評価方法】
［前期］実験への意欲と実験態度 60％、レポートの構成、内容 40％
［後期］実験態度 40％、レポート（期限、実験操作の記述、実験考察、課題考察など）60％

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
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【授業計画】（授業名：物質工学実験 III）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回 災害防止 実験の安全について、事故の実例などをあげながら詳
しく説明し、事故を起こさない実験態度を理解させ
る。

2 回 記録の取り方 実験ノートの取り方、レポートの書き方について詳し
く説明する。

3 回 有機ハロゲン化物 塩化 tーブチルの合成（１）
4 回 有機ハロゲン化物 塩化 tーブチルの合成（２）
5 回 エステル 酢酸エチルの合成（１）
6 回 エステル 酢酸エチルの合成（２）
7 回 芳香族化合物 アニリンの合成（１）
8 回 芳香族化合物 アニリンの合成（２）
9 回 芳香族化合物 アニリンの合成（３）
10 回 芳香族化合物 アセトアニリドの合成（１）
11 回 芳香族化合物 アセトアニリドの合成（２）
12 回 芳香族化合物 アセトアニリドの合成（３）
13 回 芳香族化合物 芳香族化合物の構造決定
14 回 実験内容の復習 実験レポートの評価と解説
15 回 まとめ まとめと実験器具整理
16 回 ガイダンス 実験の安全、実験上の注意、実験内容などについて説

明する。
17 回、18 回 テーマ１ 10 チームに分かれて、分子模型の組み立てを通して核

酸物質について学ぶ。
19 ～ 29 回 テーマ２～６ ５つのグループに分かれてテーマ２～６について行

う。
30 回 まとめ まとめと実験器具整理
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